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執筆者紹介（五十音順）
猪熊 雄治（いのくま ゆうじ）教授 「中桐雅夫と投書雑誌」学苑 809，2008年／「木下夕爾と投書雑誌」学苑
795，2007年／「投書雑誌『文芸』」学苑 749，760，783，200306年／『夏目漱石「こころ」作品論集』（編
著 クレス出版），2001年／「文芸誌『旗』の紹介」学苑 716，2000年／「堀辰雄における西洋画家」（『受容
と創造』所収 宝文館出版），1994年
加藤 澄江（かとう すみえ）名誉教授 「近代日本食物史（完）新聞記事見出しに見る昭和初（194145）の食
物事情」学苑827，2009年／「近代日本食物史（Ⅳ）新聞記事見出しに見る昭和初期（193640）の食物
事情」学苑815，2008年／「近代日本食物史（Ⅲ）新聞記事見出しに見る昭和初期（193135）の食物事
情」学苑 803，2007年／「近代日本食物史（Ⅱ）新聞記事見出しに見る昭和初期（192630）の食物事
情」学苑 790，2006年／『近代日本食物史』（共著），昭和女子大学近代文化研究所，1971年
島田 淳子（しまだ あつこ）特任教授農学博士 「大正末期から昭和初期におけるじゃがいもの調理 （2）煮物
調理科学の視点から」（共著）学苑 827，2009年／「大正末期から昭和初期におけるじゃがいもの調理
（1）主食としてのじゃがいも料理調理科学の視点から」（共著）学苑 815，2008年／特集「食のサイエ
ンス塩との関わり」日本海水学会誌，Vol.61，No.4，2007年／「InterfacialandEmulsifying
PropertiesofDiacylglycerol」（共著），FoodScienceandTechnologyResearch,Vol.9,No.2,2003年
／『講座 食の文化 第三巻 調理とたべもの』（共著）味の素食の文化センター，1999年
関本 美貴（せきもと みき）非常勤講師 「大正末期から昭和初期におけるじゃがいもの調理 （2）煮物調理科
学の視点から」（共著）学苑 827，2009年／「大正末期から昭和初期におけるじゃがいもの調理 （1）主食
としてのじゃがいも料理調理科学の視点から」（共著）学苑 815，2008年／「酢酸添加による飯粒の全
体および表層の物性変化について」（共著），日本調理科学会誌，Vol.38，No.4，2005年／「泡立て器によ
る洗米操作が米飯の食味に及ぼす影響」（共著），日本調理科学会誌，Vol.38，No.1，2005年
西脇 和彦（にしわき かずひこ）教授 「昭和40年代の生活世界（その3）新聞記事にみるアパート団地ニュー
タウン郊外住宅」学苑 827，2009年／「昭和40年代の生活世界（その2）新聞記事にみるアパート団
地ニュータウン郊外住宅」学苑 815，2008年／「昭和40年代の生活世界（その1）新聞記事にみる
アパート団地ニュータウン郊外住宅」学苑 803，2007年／「昭和30年代の生活世界（補遺）新聞
記事にみるアパート団地ニュータウン郊外住宅」学苑 790，2006年／『ブックレット 近代文化研究
叢書 4 昭和30年代の生活世界生活マンガの視点から』昭和女子大学近代文化研究所，2005年
平井 聖（ひらい きよし）特任教授工学博士 『ブックレット 近代文化研究叢書 5『猫の家』 その前と
後 『吾輩は猫である』を住生活史からみると』昭和女子大学近代文化研究所，2008年／「近代都市住宅に
おける家族が坐って囲む食卓」学苑 815，2008年／「翻刻 山東京山作『教訓乳母草紙』」（共著）学苑 790，
791，793，797，200607年／『よみがえる江戸城 徹底復元天下の巨城の全貌』（共著），学習研究社，2005
年／『泥絵で見る大名屋敷』（共著），学習研究社，2004年
笛木 美佳（ふえき みか）准教授 「遠藤周作『深い河』論「玉ねぎ」に秘められたもの」遠藤周作研究3，
2010年／「『深い河』後の遠藤文学『女』を中心に」キリスト教文学研究27，2010年／「キャラクターの円
環森田ミツをめぐって（『遠藤周作 挑発する作家』所収 至文堂），2008年／「『五重塔』論上人
と『御経』の話を軸として」学苑716，2000年／「非人情の世界を構築するもの『草枕』における
春」学苑694，1998年
巻 頭 言
「電子書籍元年」に相応しく，iPadに続き，キンドルの日本語版，ソニーのリーダー，シャープ等，
電子書籍端末の発売や発売予定が相次いで報じられている。通信機能を持つ端末の出現により，電子書
籍端末の普及も一気に進むと見られ，09年度は推計9000万円であった端末の市場が，10年度には一挙
に市場額で237億，販売台数110万台の規模にまで拡大するとの予測（市場調査会社シードプランニン
グのHP）も出される程で，今冬発売予定の，ある端末は相当数の販売が見込まれているらしい。
新しい端末の出現とともに，電子書店の開店や配信サービス事業の開始を報じた記事も目に付くよう
になった。iPad発売の前日には朝日新聞，ソニー，KDDI，凸版印刷四社による配信事業参入の共同
記者会見があり，6月には紀伊國屋が，7月には大日本印刷とその子会社が電子書店の今秋開設を発表
している。このうち後者では紀伊國屋，丸善といったリアル書店を組み入れた事業構想が，「ハイブリッ
ド」のフレーズを活用して打ち出されていた。両者のプレスリリースを見れば，Kinokuniyaストアで
は「ハイブリッドデジタル販売モデルを志向する電子書籍販売事業を開始します。」と書かれ，ネット
での販売と書店でのパッケージ販売の組み合わせが，「ハイブリッド」で比喩される。大日本印刷グルー
プでも，リリースではグループ内のネット書店bk1，リアル書店丸善，ジュンク堂等との連携が強調さ
れ，「リアルな書籍と電子出版コンテンツを提供する国内初となる最大級のハイブリッド型総合書店を
目指します。」と語られている。二つの電子書店は，リアル書店と電子書店をげる形で，新しい書店
の姿を求めているのであろう。
「デジタル時代には，リアルな書店のあり方は大きく変わっていく。」丸善の小城社長は，本との「出
会いを演出」することにリアル書店の役割を指摘し，選択された書籍のデジタルでの購入も想定（「週
刊東洋経済」7/3）している。三省堂でもこの秋から店頭でのオンデマンド出版が開始（三省堂）される。
加速化される書籍のデジタル化は，リアル書店のメリットをあらためて発見させ，さらに発展させる可
能性も含んでいるのではないか。 （近代文化研究所長 猪熊 雄治）
